
出
窓
寺
と
穂
せ
ら
れ
た
。
突
和
三
年
以
降
出
雲
寺
は

金
海
域
内
東
照
宮
の
役
備
を
集
勤
し
、
・
衣
い
で
宮
腰

口
民
間
村
に
移
b
、
叉
三
赴
古
遣
に
鱒
也
、
明
治
元

年
復
節
し
て
出
雲
-
柿
赴
に
跡
勤
す
る
こ
と
に
な
っ

た。イ
ヅ
モ
ジ
ン
ジ
ヤ
出
雲
神
結
金
樗
三
世
古
遣

に
あ
る
天
台
宗
出
雲
寺
内
に
勤
務
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
明
治
元
年
寺
を
駿
し
て
紳
祉
と
し
、
四

十
一
年
十
一
周
盟
岡
白
山
跡
祉
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

イ
テ
射
手
卒
士
に
し
て
専
ら
弓
術
を
習
練
す

る
も
の
を
御
射
手
と
い
う
た
。
文
様
四
年
関
白
秀
次

獄
死
の
後
、
大
島
雲
入
の
紹
介
を
以
て
射
手
の
士
二

百
人
を
抱
へ
ら
れ
、
二
百
石
充
腸
は
り
、
外
に
弓
料

各
三
十
石
を
賜
は
っ
た
と
い
ふ
に
起
る
。
そ
の
後
の

沿
革
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
和
二
三
年
頃
の
士
幌
に

は
、
吉
田
左
近
・
吉
田
平
兵
衛
・
吉
田
犬
猿
並
び
に
小

篠
五
左
衛
門
・
足
建
勘
兵
衛
・
蝿
助
右
衛
門
等
十
九
人

の
名
が
あ
る
。
叉
寛
文
年
聞
に
宮
1.b、
弓
料
と
し
て

五
十
石
を
奥
へ
ら
れ
た
。
此
の
頃
は
組
外
の
士
の
上

列
に
居
b
、
諾
士
の
中
射
婆
に
堪
へ
る
麓
・
が
之
に
繍

せ
ら
れ
、
若
し
勤
め
難
け
れ
ば
鯨
し
て
元
組
に
入
っ

た
。
し
か
し
父
子
撲
を
緯
い
で
勤
め
た
も
の
は
、
お

の
づ
か
ら
他
組
に
移
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
ら
し

〈
、
天
和
・
貞
享
に
至
っ
て
全
く
服
代
世
襲
の
梁
と
定

ま
り
、
列
も
元
隊
十
六
年
二
用
か
ら
組
外
よ
り
も
下

列
と
定
め
ら
れ
、
後
に
亭
保
十
九
年
か
ら
華
街
修
練

の
上
弓
料
五
十
石
を
給
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
テ
イ
フ
ウ
ケ
イ
コ
シ
ヨ
射
手
異
風
稽
古
所

金
海
域
内
で
石
川
御
門
の
東
北
方
、
白
鳥
摺
の
高
塀

内
な
る
三

J

丸
の
地
に
あ
っ
た
。
こ
L
は
天

E
十
二

三
年
頃
村
井
長
額
邸
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
が
、
天
和

三
年
の
頃
か
ら
こ
の
稽
古
厨
が
置
か
れ
た
ゃ
う
で
あ

る。

イ
ツ
l

イ
ト

イ
テ
ガ
シ
ラ
，
討
手
頭
市
に
於
い
て
前
田
制
家
に
仕
へ
、
=
一
百
五
十
石
を
領
一
年
八
省
石
を
加
へ
ら
'
れ
、
事
保
入
年
六
周
援
し
た
?

手

裁

許

。

し

た

。

子

孫

世

々

務

に

仕

へ

る

。

一

一

年

七

十

四

。

そ

の

寺

祉

事

行

の

暗

に

あ

る

こ

と

三

十

イ
テ
ヨ
ガ
シ
ラ
射
手
小
頭
御
射
手
小
頭
は
役
一
イ
デ
ノ
タ
ダ
ナ
ガ
出
野
忠
情
活
薦
政
右
衛
門
。
一
年
に
近
か
っ
た
質
、
最
も
萄
例
故
格
に
精
し
ぐ
、
幼

科
五
十
石
で
、
御
射
手
中
よ
り
撰
任
せ
ら
れ
た
。
共
一
貨
は
前
回
封
踏
の
巨
富
山
五
郎
右
衛
門
の
子
で
、
出
一
一
額
従
っ
て
多
か
っ
た
。

の
始
め
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
文
元
年
の
頃
の
士
籍
一
野
練
校
に
養
は
れ
た
も
の
。
享
保
十
七
年
三
用
召
出
一
イ
ト
ウ
シ
ゲ
ノ
プ
伊
藤
霊
延
遁
韓
外
担
。
元

に
、
永
井
兵
右
衛
門
が
常
職
で
役
料
五
十
石
荷
受
け
一
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
た
。
子
原
相
鑓
い
だ
が
、
一
和
二
年
初
め
で
前
回
利
常
に
仕
へ
、
千
三
百
石
を
領

た
の
を
、
そ
の
姓
名
の
見
え
る
初
と
す
る
。
後
奥
村
一
文
政
申
第
五
代
探
太
郎
出
奔
し
て
家
断
絶
し
た
o

一
し
、
後
千
石
を
加
へ
ら
れ
た
o
そ
の
嫡
系
は
第
六
代

彦
三
郎
・
矢
島
宇
左
衛
門
之
を
勤
め
、
延
費
五
年
正
一
イ
ト
ウ
ア
キ
カ
ツ
伊
藤
盛
捷
遁
癖
喜
市
郎
・
一
様
兵
衛
紡
忠
に
叢
っ
て
断
絶
し
た
。

周
二
十
四
日
大
窪
六
佑
・
森
悶
左
助
雨
入
に
命
ぜ
ら
一
千
太
夫
。
借
入
は
甚
右
衛
門
勝
政
。
御
表
小
勝
・
大
小
将
一
イ
ト
ウ
シ
ゲ
マ
ザ
伊
藤
重
正
遁
構
内
腕
。
前

れ
、
亦
役
料
五
十
石
を
賜
は
っ
た
。
其
の
後
哲
〈
駿
一
様
円
か
ら
次
第
に
昇
逃
し
て
御
馬
廻
顕
に
京
b
、
享
一
回
利
常
に
仕
へ
て
千
五
百
石
を
賜
は
む
、
後
三
千
三

せ
ら
れ
、
事
保
九
年
九
月
廿
七
日
改
め
て
中
西
悶
之
一
保
三
年
に
二
百
.
石
、
九
年
に
三
百
石
を
加
へ
て
俸
八
一
百
石
と
な
っ
た
。
寛
永
以
後
馬
廻
頭
・
高
閲
町
奉
行
・

丞
・
富
田
助
治
爾
名
に
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
強
綿
一
百
五
十
石
に
烹
っ
た
。
二
十
年
九
月
十
二
日
五
十
五
一
算
用
揚
奉
行
・
験
地
事
行
に
累
湿
し
、
高
治
三
年
入

し

た

が

、

元

文

の

頃

か

ら

は

一

人

役

と

成

っ

た

。

一

践

を

以

て

夜

。

一

持

組

に

列

し

、

寛

文

四

年

退

老

し

て

窓

休

と

概

し

、

イ
テ
ザ
イ
キ
ヨ
射
手
裁
許
御
射
手
裁
許
は
初
一
イ
ト
ウ
カ
伊
藤
践
活
稀
将
官
・
搾
入
郎
。
初
一
九
年
に
残
し
た
。

め
御
射
手
頭
と
い
う
た
。
究
機
四
年
初
め
て
御
射
手
一
蔀
祐
賞
。
字
は
純
夫
。
石
摂
と
践
し
た
。
祐
之
の
子
一
・
イ
ト
ウ
ス
ケ
タ
ダ
伊
藤
誠
忠
遁
構
源
次
郎
・

を
置
か
れ
た
時
、
吉
附
九
左
衛
門
・
藤
掛
叉
太
夫
に
一
で
、
本
多
政
行
に
仕
へ
た
が
、
明
和
入
年
藩
主
前
回
一
一
線
太
左
衛
門
・
捧
右
衛
門
・
津
兵
衛
。
突
は
海
兵
衛
祐

二
十
人
宛
を
毘
せ
し
め
、
次
い
で
奥
村
河
内
祭
明
を
一
軍
教
の
徴
す
所
と
な
り
、
十
五
人
技
持
か
ら
様
百
石
一
張
。
様
四
百
石
。
御
使
番
よ
り
御
持
筒
頭
に
京
っ
た

こ
の
四
十
人
の
顕
と
し
た
が
、
ま
だ
役
名
も
定
ま
ら
一
に
進
み
、
御
儒
者
に
列
し
た
。
寛
政
元
年
夜
。
そ
の
一
が
、
寛
政
十
二
年
四
用
廿
一
目
指
除
き
、
七
月
十
七

な
か
っ
た
。
後
陵
安
二
年
吉
田
忠
左
衛
門
茂
直
・
吉
田
一
若
に
石
義
治
文
が
あ
り
、
子
孫
悦
々
務
に
仕
へ
た
。
一
日
一
門
に
御
預
け
、
十
二
周
菊
池
大
患
の
家
に
将

卒
兵
衛
元
茂
が
御
射
手
蹟
を
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
二
百
一
イ
ト
ウ
カ
ツ
タ
カ
伊
藤
寛
章
大
翠
寺
務
の
歩
一
じ
、
亭
和
元
年
五
周
十
八
日
錫
屋
に
入
b
、
二
年
五

石
を
賜
は
b
、
斑
治
二
年
二
人
共
に
御
先
弓
頭
を
命
一
士
。
諸
都
偲
右
衛
門
。
天
明
の
比
江
戸
の
紳
谷
定
令
一
周
五
日
牢
死
し
て
家
断
絶
し
た
。

ぜ
ら
れ
、
御
射
手
碩
元
の
如
く
、
吉
川
問
左
近
茂
勝
も
一
及
び
富
山
の
中
間
商
寛
に
就
い
て
、
関
流
の
算
法
を
一
イ
ト
ウ
ス
ケ
マ
サ
伊
東
繍
鱒
遁
稽
平
入
郎
。

御
先
弓
顕
衆
御
射
手
顕
と
な
り
、
一
一
一
人
と
な
っ
た
。
一
感
び
、
迭
に
そ
の
皆
僻
を
受
け
、
鴎
滞
の
後
鯨
用
語
一
寛
永
二
年
四
歳
に
し
て
前
田
光
高
に
召
出
さ
れ
、
次

郎
ち
御
射
手
蹟
は
此
の
頃
か
ら
物
顕
の
集
務
と
な
っ
一
の
宮
と
な
っ
て
子
弟
に
教
授
し
た
。
放
に
克
孝
は
同
一
い
で
綱
紀
の
奥
小
将
を
勤
め
て
、
俸
三
百
五
十
石
を

た
の
で
あ
る
。
寛
文
十
年
十
二
周
吉
田
左
太
夫
茂
清
一
滞
に
於
け
る
聞
流
録
法
の
砲
と
す
べ
〈
、
西
尾
一
起
・
一
領
し
た
o
子
孫
悦
々
務
に
仕
へ
る
。

が
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
も
賜
は
っ
た
o
延
費
六
年
苦
悶
一
河
島
僧
矩
等
は
そ
の
高
弟
で
あ
る
。
文
化
六
年
正
周
一
イ
ト
ウ
ス
ケ
ユ
キ
伊
藤
碕
之
遁
稽
窓
局
、
宇

茂
直
が
死
ん
で
雨
入
役
と
な
っ
た
が
、
名
目
を
御
射
一
五
十
二
歳
で
夜
。
一
は
願
卿
。
初
の
名
は
同
言
、
字
は
思
忠
。
剣
務
・
白
川
会

手
裁
許
と
殴
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
後
で
あ
ら
号
。
元
一
イ
ト
ウ
シ
ゲ
ズ
ミ
伊
藤
霊
遼
幼
名
虎
之
助
、
一
槙
・
春
秋
館
・
観
文
堂
と
践
し
、
後
叉
宰
野
と
鋭
し

様
六
年
四
用
御
先
弓
顕
吉
田
左
門
茂
和
が
笛
職
乗
務
一
後
卒
右
衛
門
・
内
勝
。
突
は
重
正
。
天
和
の
初
兄
兵
助
一
た
。
平
安
の
人
。
伊
醸
南
貞
の
甥
で
、
養
は
れ
て
そ

を
命
ぜ
ら
れ
、
是
よ
り
裁
許
料
を
奥
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
一

E
能
夜
し
、
嗣
子
平
九
郎
が
幼
年
で
あ
っ
た
館
、
一
軍
一
の
嗣
と
な
b
、
松
永
島
易
に
暴
び
、
元
除
九
年
同
点

と
な
り
、
吉
田
氏
以
外
で
も
大
組
頭
・
御
持
方
顕
・
御
一
澄
後
を
捜
ぎ
、
幾
く
も
な
く
五
百
石
を
卒
九
郎
に
捌
一
と
共
に
加
賀
務
に
来
た
。
祐
之
経
史
に
遁
じ
、
傍
ら

先
弓
頭
た
る
者
の
粂
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
い
て
二
千
石
を
受
け
た
。
元
疎
六
年
賀
澄
公
事
場
奉
一
ー
文
鮮
を
能
く
し
、
正
徳
元
年
緯
使
の
来
聴
し
た
と
き
、

イ
デ
ノ
キ
ン
Z

モ
ン
出
野
金
右
衛
門
越
前
府
一
行
と
な
り
、
九
年
四
周
寺
祉
事
行
を
飛
ね
、
正
徳
四
一
慈
照
院
組
維
に
従
ひ
、
築
士
李
碩
等
と
曾
し
て
臆

4
イ
テ
ザ
イ
キ
ヨ

射

五一


